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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結

累計期間
第68期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 9,682,239 10,226,521 23,454,637

経常利益 （千円） 297,827 396,588 1,558,782

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 151,972 228,770 977,015

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 151,910 278,213 952,761

純資産額 （千円） 10,575,673 11,535,976 11,376,954

総資産額 （千円） 19,752,798 20,767,260 21,240,796

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 29.52 43.96 189.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.7 54.6 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 600,772 784,600 1,138,048

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △235,500 △211,552 △325,920

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 47,176 △6,149 △202,096

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,415,776 5,180,258 4,613,359
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回次
第68期

第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 35.74 35.39

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「１株当たり四半期（当期）純利益金額」の算定の基礎となる自己株式数については、日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式を含めております。なお、

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する自己株式数は以

下のとおりであり、当該信託は平成28年９月に終了しております。

 
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結

累計期間
第68期

自己株式数 （株） 100,900 － 100,300

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

　（工事事業）

　当第２四半期連結会計期間において、フルノ電気工業株式会社の全株式を取得し、連結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善が進む一方で、英国のＥＵ離脱問題に

よる円高進行や中国をはじめとする新興国経済の減速から、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、円高による企業収益の下振れが懸念され、民間設備投資の増加基調

には一部慎重さが感じられる状況です。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは、グループ間の連携による受注強化、利益を重視した販売

展開に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は102億26百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。

また、利益につきましては、売上高の増加に伴う売上総利益の増加などにより、営業利益は３億61百万円（同

28.7％増）、経常利益は３億96百万円（同33.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億28百万円（同

50.5％増）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は48億19百万円（前年同四半期比0.8％減）となり、営業損失は23百

万円（前年同四半期は営業損失60百万円）となりました。

　工事事業につきましては、新設工事及び既設工事の売上高が増加したことにより、売上高は51億45百万円（前年

同四半期比12.6％増）となり、営業利益は５億24百万円（同13.7％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は50億92百万円（前年同四半期比12.8％増）となり、新設工事が26億17百万円（同

15.0％増）、既設工事が16億33百万円（同13.1％増）、保守工事が８億42百万円（同6.1％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は76億90百万円（同6.2％減）となり、新設工事が33億92百万円（同20.4％

減）、既設工事が27億77百万円（同10.8％増）、保守工事が15億21百万円(同6.4％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は２億62百万円（前年同四半期比3.8％増）となり、営業利益は13百

万円（同722.8％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比べ５

億66百万円増加し、51億80百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は７億84百万円（前年同四半期比30.6％増）となりました。収入の主な要因といた

しましては、税金等調整前四半期純利益３億93百万円、売上債権の減少額17億73百万円、未成工事受入金の増加額

４億49百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、たな卸資産の増加額４億77百万円、仕入債務の減少額

７億83百万円、未払消費税等の減少額１億66百万円及び法人税等の支払額４億37百万円等であります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は２億11百万円（前年同四半期比10.2％減）となりました。収入の主な要因といた

しましては、定期預金の払戻による収入１億10百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、有価証券の取

得による支出１億円、有形固定資産の取得による支出１億28百万円等であります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は６百万円（前年同四半期は47百万円の獲得）となりました。収入の主な要因とい

たしましては、短期借入れによる収入９億92百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、短期借入金の返

済による支出７億60百万円、配当金の支払額２億１百万円等であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成28年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ

継手株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1－8－11 1,005 17.63

オーテック従業員持株会 東京都江東区東陽2－4－2 479 8.40

株式会社オーテック 東京都江東区東陽2－4－2 425 7.45

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
５０５２２４
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済
営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.
（東京都港区港南2－15－1）

420 7.36

アズビル株式会社 東京都千代田区丸の内2－7－3 250 4.38

オーテック共栄会 東京都江東区東陽2－4－2 248 4.35

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町1－5－5
（東京都中央区晴海1－8－12）

135 2.36

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND

（常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA

02210 U.S.A.

（東京都千代田区丸の内2－7－1）

134 2.35

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 120 2.10

株式会社大和バルブ 東京都品川区大崎3－6－4 120 2.10

計 ― 3,336 58.54

（注）　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ継手株式会社退職給付信託口）

は、ＪＦＥ継手株式会社が所有する持株数1,046千株のうち、1,005千株を株式会社りそな銀行へ委託した信託

財産であります。

信託契約上、議決権の行使については、ＪＦＥ継手株式会社が指図権を留保しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,500 52,745 同上

単元未満株式 普通株式      400 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数 5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,745 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,703,076 6,468,367

受取手形及び売掛金 ※１ 7,389,894 ※１ 5,669,048

営業未収入金 1,468,632 1,417,918

有価証券 20,636 100,010

商品 475,343 441,597

未成工事支出金 1,542,250 2,094,525

原材料及び貯蔵品 35,954 38,631

繰延税金資産 168,192 156,502

その他 136,630 121,871

貸倒引当金 △15,452 △4,522

流動資産合計 16,925,159 16,503,950

固定資産   

有形固定資産 1,541,093 1,673,879

無形固定資産 130,260 110,320

投資その他の資産   

投資有価証券 1,738,144 1,799,179

退職給付に係る資産 157,080 163,964

その他 751,564 518,049

貸倒引当金 △2,506 △2,083

投資その他の資産合計 2,644,283 2,479,110

固定資産合計 4,315,637 4,263,310

資産合計 21,240,796 20,767,260

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

10/22



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,922,890 5,169,359

短期借入金 1,111,852 1,342,456

未払法人税等 454,377 146,319

未成工事受入金 815,007 1,296,324

賞与引当金 271,603 319,136

役員賞与引当金 42,750 18,125

完成工事補償引当金 11,860 8,870

工事損失引当金 2,500 1,800

株式給付引当金 62,579 －

その他 504,779 307,133

流動負債合計 9,200,200 8,609,524

固定負債   

長期借入金 87,834 84,572

繰延税金負債 187,188 208,204

再評価に係る繰延税金負債 113,798 113,798

役員退職慰労引当金 90,745 72,150

退職給付に係る負債 9,562 9,268

その他 174,513 133,765

固定負債合計 663,641 621,759

負債合計 9,863,841 9,231,283

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 553,984 553,984

利益剰余金 10,405,683 10,439,668

自己株式 △280,226 △208,211

株主資本合計 11,278,841 11,384,841

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 311,590 340,486

土地再評価差額金 △349,275 △349,275

退職給付に係る調整累計額 △52,123 △43,966

その他の包括利益累計額合計 △89,807 △52,754

非支配株主持分 187,920 203,889

純資産合計 11,376,954 11,535,976

負債純資産合計 21,240,796 20,767,260
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 ※２ 9,682,239 ※２ 10,226,521

売上原価 8,050,421 8,405,949

売上総利益 1,631,818 1,820,571

販売費及び一般管理費 ※１ 1,351,140 ※１ 1,459,472

営業利益 280,678 361,098

営業外収益   

受取配当金 14,979 17,280

受取賃貸料 12,417 13,181

持分法による投資利益 － 2,658

その他 10,705 19,146

営業外収益合計 38,101 52,266

営業外費用   

支払利息 10,297 7,913

不動産賃貸費用 4,966 4,050

持分法による投資損失 2,669 －

その他 3,018 4,813

営業外費用合計 20,952 16,776

経常利益 297,827 396,588

特別利益   

固定資産売却益 1,115 142

特別利益合計 1,115 142

特別損失   

固定資産売却損 － 240

固定資産除却損 1,689 2,073

会員権評価損 2,314 150

減損損失 － 654

特別損失合計 4,003 3,118

税金等調整前四半期純利益 294,940 393,612

法人税、住民税及び事業税 108,126 126,259

法人税等調整額 26,752 26,212

法人税等合計 134,879 152,472

四半期純利益 160,060 241,140

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,087 12,369

親会社株主に帰属する四半期純利益 151,972 228,770
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 160,060 241,140

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,546 31,892

土地再評価差額金 371 －

退職給付に係る調整額 2,318 8,157

持分法適用会社に対する持分相当額 5,706 △2,976

その他の包括利益合計 △8,149 37,073

四半期包括利益 151,910 278,213

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 143,984 265,823

非支配株主に係る四半期包括利益 7,926 12,389
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 294,940 393,612

減価償却費 53,955 46,959

貸倒引当金の増減額（△は減少） △216 △11,365

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,823 47,533

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,300 △24,625

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △980 △2,990

工事損失引当金の増減額（△は減少） 14,200 △700

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,665 △18,595

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 577 4,575

株式給付引当金繰入額 15,700 4,625

受取利息及び受取配当金 △16,354 △18,117

支払利息 10,297 7,913

持分法による投資損益（△は益） 2,669 △2,658

売上債権の増減額（△は増加） 1,177,344 1,773,543

たな卸資産の増減額（△は増加） △703,883 △477,510

仕入債務の増減額（△は減少） 42,013 △783,890

未成工事受入金の増減額（△は減少） 256,887 449,786

未払消費税等の増減額（△は減少） △103,678 △166,925

その他 △38,931 △11,426

小計 988,731 1,209,745

利息及び配当金の受取額 17,880 19,079

利息の支払額 △9,733 △6,788

法人税等の支払額 △396,106 △437,436

営業活動によるキャッシュ・フロー 600,772 784,600

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 － △100,000

定期預金の預入による支出 △293,129 △85,756

定期預金の払戻による収入 107,388 110,233

有形固定資産の取得による支出 △8,157 △128,972

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △32,826

その他投資等の売却による収入 8,969 73,962

その他 △50,570 △48,192

投資活動によるキャッシュ・フロー △235,500 △211,552

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 1,092,000 992,000

短期借入金の返済による支出 △942,000 △760,000

配当金の支払額 △104,678 △201,747

非支配株主への配当金の支払額 △1,242 △1,242

その他 3,096 △35,160

財務活動によるキャッシュ・フロー 47,176 △6,149

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 412,449 566,899

現金及び現金同等物の期首残高 4,003,327 4,613,359

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,415,776 ※１ 5,180,258
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間より、フルノ電気工業株式会社の全株式を取得したため、連結の範囲に含めており

ます。

　なお、みなし取得日を平成28年９月30日としているため、第２四半期連結会計期間につきましては、貸借対照

表のみを連結しております。

 

（会計方針の変更）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日。以下

「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関する

会計処理の方法の一部を見直しております。

　回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適用

した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と

の差額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が10,480千円、利

益剰余金が5,659千円、非支配株主持分が4,821千円増加しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　(1) ＥＳＯＰ信託の概要

　当社は、平成26年２月７日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成26年２

月25日付で自己株式102,000株について、「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口・75646口）」に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　本制度は、平成26年５月26日に創業80年を迎えることを機に、当社従業員に対して自社の株式を給付

することで、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、長期的な業績向上や株価上昇に対する

意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的としたインセンティブ・

プランであります。

　本制度では、当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金

を拠出することにより信託を設定し、当該信託は株式交付規程に従い、平成28年５月26日に本制度にか

かる最後のポイントを付与し、信託期間中に付与された累計ポイントに応じた当社株式を無償で従業員

に交付しております。当該信託により取得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員

の負担はありません。

　なお、当該信託は平成28年９月に終了しております。

　(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度72,015千円、

100,300株であります。当第２四半期連結会計期間においては、信託に残存する当社株式はありません。

　(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成28年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 217,208千円 153,157千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

従業員給与 441,847千円 455,974千円

賞与引当金繰入額 105,566 113,460

役員賞与引当金繰入額 18,500 18,125

退職給付費用 15,795 32,724

役員退職慰労引当金繰入額 1,665 1,405

貸倒引当金繰入額 △216 △10,985

株式給付引当金繰入額 15,700 4,625

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

※２　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 5,472,783千円 6,468,367千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,077,630 △1,288,109

マネー・マネージメント・ファンド 20,623 －

現金及び現金同等物 4,415,776 5,180,258

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 105,497 20 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,030千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 200,445 38 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金3,811千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,858,498 4,571,064 252,676 9,682,239 － 9,682,239

セグメント間の内部
売上高又は振替高

504 1,257 182 1,944 △1,944 －

計 4,859,002 4,572,321 252,859 9,684,183 △1,944 9,682,239

セグメント損益 △60,528 461,504 1,652 402,628 △121,950 280,678

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△30千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△121,920千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日 至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,819,276 5,145,019 262,225 10,226,521 － 10,226,521

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 1,323 － 1,323 △1,323 －

計 4,819,276 5,146,343 262,225 10,227,844 △1,323 10,226,521

セグメント損益 △23,462 524,552 13,593 514,683 △153,584 361,098

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△25千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△153,558千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　金額的重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29円52銭 43円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
151,972 228,770

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
151,972 228,770

普通株式の期中平均株式数（株） 5,148,662 5,203,833

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期

間101,155株、当第２四半期連結累計期間45,984株であります。

なお、当該信託は平成28年９月に終了しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板谷　秀穂　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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